
1（　） 春 日 部 市 自 治 会 連 合 会

自治会・町会・地区・区では、地震・風水害等の災害に備えての自主防災活動や要援護者の避難支援、青少年
の健全育成、交通安全パトロール、環境美化活動、住民同士の交流を深めるための活動等を行っています。
地域の輪を広げるため、自治会・町会・地区・区に加入しましょう。

自治会・町会・地区・区は地域の輪
第　19　号

平成26年8月、古利根公園橋で開催された「夕涼みフェスタin公園橋」
主な内容

■我が街の活動紹介
■各研修会報告
■地域貢献賞表彰報告
■自治会連合会の加盟要件

■自治会加入促進に向けた取り組み
■幸松地区の紹介
■自治会連合会役員一覧　
■地域ぐるみでオアシス運動　

★日赤社員・社協会員の増強への協力　　　　　　　　★ごみの5分別収集への協力
★赤い羽根、歳末たすけあい等募金運動への協力　　　★自主防災・防犯活動への協力
★マイバッグ持参運動の推進に伴う、容器包装ごみの削減に協力
★災害時要援護者避難支援制度へのモデル自治会として協力
★各種審議会等への委員選出　　　　　　★各種行政機関との連絡調整
★東日本大震災で被災された方々への義援金及び支援金募金活動　等

【協力事業】

【その他】

平成26年度活動報告
● 研修会（講演・地区事例発表）………

● 役員研修会……………………………
● 研修会（講演）……………
　【演題】「女性の力を自治会活動に活かす」
● 地域貢献賞表彰………………………

【演  題】「新しい町内会・自治会をつくろう！
　　　　　　　　～自治会への参加者を増やして、地域の力を向上～」
【地区事例発表】「粕壁地区　内谷町会」

● 正副会長会議…………………
● 理事会………………………………………
● 定例総会………………………………………………
● 自治会活動の手引き発行……………………………
● 他市からの視察（市原市町会長連合会）…………………
● 春のクリーンデー……………………………………
● 各地区体育祭の実施…………………………………

平成26年 4 月22日他　7 回
4 月22日他　6 回

5 月16日
5 月16日
5 月23日
5 月25日

10月12日

10月28日

11月18日
平成27年 2 月14日

2 月14日
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春
日
町
町
内
会
は
、
春
日
部
駅
東

口
に
御
鎮
座
の
「
神
明
神
社
」
を
囲

む
様
な
形
で
、
１
０
０
数
軒
の
小
さ

な
所
帯
で
す
。

　

町
史
を
ひ
も
と
く
と
、
昭
和
２
年

４
月
に
上
町
と
分
離
し
、
新
生
「
春

日
町
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

昭
和
63
年
に
は
、
区
画
整
理
・
再

開
発
事
業
に
よ
り
、
映
画
館
「
東
武

座
」
の
跡
地
に
マ
ン
シ
ョ
ン
が
完
成

し
、
入
居
全
戸
数
の
方
々
が
町
内
会

に
加
入
し
て
お
り
、
現
在
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。
町
内
会
組
織
は
６
組
に

分
け
て
、
回
覧
・
広
報
等
、
各
組
長

さ
ん
に
協
力
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

小
さ
な
町
内
会
で
は
あ
り
ま
す
が
、

「
古
利
根
川
清
掃
」「
春
の
ク
リ
ー
ン

デ
ー
」「
市
民
夏
ま
つ
り
」「
地
区
体

育
祭
」
等
、
行
事
は
町
内
会
一
体
で
、

参
加
運
営
致
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
、

「
市
民
夏
ま
つ
り
」
は
市
外
・
県
外
に

引
越
し
な
さ
れ
た
方
達
も
参
加
し
て
、

１
年
に
１
回
旧
交
を
温
め
あ
っ
て
い

ま
す
。

　

近
年
は
、
何
処
の
町
内
会
も
共
通

の
悩
み
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
会
員

の
高
齢
化
も
あ
り
、
運
営
も
大
変
に

な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、「
地
区
体
育

祭
」
は
選
手
集
め
が
大
変
で
す
が
、

何
事
も
〝
一
生
懸
命
〟
参
加
し
て
い

れ
ば
、
い
い
事
も
あ
る
も
の
で
、
26

年
度
地
区
体
育
祭
（
混
成
リ
レ
ー
小

学
生
の
部
）
で
は
、
見
事
優
勝
し
、

快
挙
達
成
の
号
外
を
町
内
中
に
回
覧

し
、町
内
一
同
に
て
御
祝
い
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
役
員
一
同
、
何
事
に
も

一
生
懸
命
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

今
ま
で
同
様
、
御
指
導
・
御
協
力
を

宜
し
く
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

内
牧
四
区
地
区
は
、
北
春
日
部
駅

と
内
牧
小
学
校
の
中
間
に
位
置
し
、

地
区
の
中
央
に
は
内
牧
小
学
校
と
も

所
縁
の
あ
る
鷲
香
取
神
社
が
あ
り
、

市
街
化
区
域
と
調
整
区
域
が
混
在
す

る
閑
静
で
緑
の
多
い
地
域
で
す
。

　

当
地
区
は
四
方
谷
自
治
会
、
戸
崎

自
治
会
、
日
和
会
自
治
会
の
３
自
治

順不同

春
日
町
町
内
会

会長

齋藤富男夏まつり

会
で
構
成
さ
れ
る
連
合
体
と
な
っ
て

お
り
、
全
体
の
自
治
会
員
は
２
１
５

世
帯
で
33
班
編
成
に
よ
り
各
々
活
動

を
し
て
お
り
ま
す
。

　

３
自
治
会
合
同
の
行
事
と
し
て
は
、

５
月
の
春
の
ク
リ
ー
ン
デ
ー
、
10
月

の
地
区
体
育
祭
、
12
月
の
自
主
防
災

訓
練
が
あ
り
ま
す
。

　

各
自
治
会
単
位
の
主
な
行
事
と
し

て
は
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
、
子
育
て
を
支
援
す
る

お
楽
し
み
子
供
会
、
会
員
相
互
の
親

睦
を
目
的
と
す
る
親
睦
旅
行
・
親
睦

ゴ
ル
フ
大
会
、
地
域
の
安
全
を
守
る

地
区
内
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
等
々
を
定

期
的
に
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
近
隣
地

区
と
の
合
同
夏
祭
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

大
会
、
餅
つ
き
大
会
な
ど
の
恒
例
行

事
を
毎
年
行
う
こ
と
に
よ
り
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

特
色
の
あ
る
自
治
会
で
は
、
体
育

祭
参
加
者
の
昼
食
作
り
を
炊
き
出
し

訓
練
と
位
置
付
け
、
防
災
意
識
と
連

帯
感
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
児

童
の
い
る
世
帯
に
「
応
援
兼
お
菓
子

引
換
券
」
を
配
布
、
テ
ン
ト
内
に
は

敬
老
席
を
設
け
る
な
ど
三
世
代
で
の

交
流
と
全
員
参
加
の
促
進
を
図
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
夏
は
子
供
達
で
、
冬

に
は
初
詣
で
賑
わ
う
由
緒
あ
る
鷲
香

取
神
社
を
地
域
の
鎮
守
様
と
し
て
地

域
ぐ
る
み
で
大
切
に
護
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
変
化
す
る
社
会
構
造
と
会

員
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
自
治
会
活

動
を
心
掛
け
、〝
地
域
の
和
〟
を
モ
ッ

ト
ー
に
お
互
い
が
助
け
合
い
支
え
合

う
地
域
社
会
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
会
員
の
方
々
が
「
こ
の

地
区
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
思
え

る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
役
員
一
丸

と
な
り
自
治
会
運
営
を
推
進
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
指
導
と
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

備
後
東
六
丁
目
地
区
自
治
会
は
、

東
側
を
国
道
４
号
線
、
西
側
を
東
武

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ラ
イ
ン
に
囲
ま
れ
、

武
里
駅
と
一
ノ
割
駅
の
間
に
あ
る
正

善
小
学
校
を
取
り
ま
く
位
置
に
あ
り

ま
す
。
世
帯
数
は
２
８
０
世
帯
で
す
。

　

事
業
活
動
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

備
後
下
地
区
合
同
運
営
会
と
し
て
、

５
自
治
会
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
備

後
下
自
治
会
、
備
後
田
島
自
治
会
、

内
牧
四
区
地
区

地区長

野村三男

防 災 訓 練

備
後
東
六
丁
目
地
区
自
治
会

自治会長

関口守弘
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る
よ
う
、
二
つ
の
事
業
を
積
極
的
に

推
し
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
つ

が
「
秋
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
で
、

日
帰
り
バ
ス
旅
行
（
復
興
支
援
ツ
ア
ー

や
施
設
見
学
ツ
ア
ー
な
ど
）
や
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
大
会
を
催
し
て
い
ま
す
。

前
年
度
の
参
加
度
合
い
を
見
な
が
ら
、

年
度
初
め
か
ら
役
員
会
で
時
間
を
か

け
て
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。
も
う

一
つ
は
「
餅
つ
き
大
会
」
で
す
。
従

来
は
２
月
初
旬
に
実
施
し
て
い
ま
し

た
が
、
前
年
度
は
運
営
メ
ン
バ
ー
の

負
担
に
配
慮
し
寒
気
の
穏
や
か
な
12

月
前
半
に
時
期
を
繰
り
上
げ
ま
し
た
。

　

一
方
、
当
自
治
会
に
お
い
て
は
昨

年
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、
５
名

の
方
が
ご
病
気
に
よ
り
立
て
続
け
に

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
高
齢
社
会
に
対

応
す
る
た
め
に
も
健
康
維
持
・
増
進

活
動
が
改
め
て
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
真
摯
に
向
き
合
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

歳
を
超
え
た
方
を
含
む
平
均
年
齢
75

歳
と
い
う
人
生
経
験
を
生
か
し
た
混

声
四
部
の
豊
か
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
一

聴
に
値
す
る
と
思
い
ま
す
。（
Ｙ
ｏ
ｕ

　

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
「
横
崎
剛
志
、
プ
ラ

チ
ナ
コ
ー
ラ
ス
」
で
試
聴
で
き
ま
す
）

　

他
に
は
自
治
会
員
に
よ
る
講
義
を

聞
き
な
が
ら
の
歴
史
散
歩
や
バ
ス
旅

行
、
ゲ
ー
ム
部
を
標
榜
す
る
マ
ー
ジ
ャ

ン
倶
楽
部
、
女
性
仲
良
し
ク
ラ
ブ
の

手
芸
部
、
三
世
代
交
流
親
睦
会
、
そ

の
他
に
災
害
を
想
定
し
て
の
防
災

訓
練
や
災
害
講
話
等
多
彩
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。「
花
積
西
自
治
会
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

会
員
の
ほ
と
ん
ど
が
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
経
験
が
あ
り
、
様
々
な
経
験
を
生

か
し
て
の
グ
ル
ー
プ
活
動
も
ス
ム
ー

ズ
に
行
わ
れ
、
特
に
プ
ラ
チ
ナ
会
で

の
活
動
は
、
周
辺
地
域
か
ら
は
「
あ

あ
～
、
あ
の
プ
ラ
チ
ナ
会
ね
」
と
評

判
は
上
々
で
す
。
そ
の
プ
ラ
チ
ナ
会

は
、
平
成
26
年
春
日
部
上
部
団
体
か

ら
離
脱
し
独
自
に
羽
ば
た
こ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　

当
自
治
会
は
、
他
地
域
と
同
様
、

少
子
化
問
題
、
高
齢
者
の
一
人
住
ま

い
に
対
す
る
ケ
ア
、
若
年
層
の
多
い

集
合
住
宅
の
自
治
会
離
れ
等
の
問
題

は
あ
り
ま
す
が
、
プ
ラ
チ
ナ
会
と
い

う
心
の
絆
と
親
睦
活
動
の
実
績
を
充

分
生
か
し
、
近
い
将
来
訪
れ
る
で
あ

ろ
う
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
災
害
に

対
す
る
備
え
と
心
構
え
を
培
い
、「
仲

間
意
識
」
と
「
防
災
に
対
す
る
安
心
」

を
車
の
両
輪
と
考
え
活
動
し
て
行
き

ま
す
。

　

花
積
西
自
治
会
は
、
昭
和
40
年
初

頭
、
県
に
よ
る
分
譲
地
開
発
に
よ
り

出
来
た
街
で
牛
の
角
の
よ
う
な
形
で

岩
槻
区
に
食
い
込
ん
だ
地
域
に
あ
り
、

生
活
基
盤
で
あ
る
買
い
物
や
交
通
手

段
は
東
岩
槻
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
第
一
世
代
、
そ
の
後
の
開
発

で
移
り
住
ん
だ
世
代
、
代
替
わ
り
し

た
次
世
代
、
集
合
住
宅
の
若
者
世
代

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
古

く
か
ら
居
る
地
域
で
の
名
門
や
地
主

さ
ん
、
商
店
等
の
な
い
住
宅
街
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

自
治
会
活
動
は
、
第
一
世
代
か
ら

次
世
代
に
取
っ
て
代
わ
る
転
換
期
に

あ
る
中
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
当
自
治
会
は
第
一
世
代
の

活
動
が
盛
ん
で
、
コ
ー
ラ
ス
部
は
90

間
は
毎
月
学
校
か
ら
予
定
表
を
配
布

し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
大
き
な

事
故
事
件
は
発
生
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
、
子
供
達
の
安
心
・
安
全
を

確
保
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

当
自
治
会
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
た
め
、
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
、
今
後
も
安
全
で
安

心
で
き
る
住
み
良
い
街
づ
く
り
を
め

ざ
し
、
隣
接
自
治
会
と
協
力
し
な
が

ら
、
自
治
会
活
動
の
活
性
化
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

  

大
場
地
区
が
武
里
駅
周
辺
か
ら
西

に
向
か
っ
て
広
が
っ
て
い
る
な
か
で
、

唯
一
武
里
駅
の
東
口
に
あ
る
の
が
私

た
ち
の
大
場
東
口
自
治
会
で
す
。

　

会
員
は
、
住
民
と
地
域
内
事
業
者

に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
集

合
住
宅
の
取
り
壊
し
等
が
あ
り
残
念

な
が
ら
会
員
数
は
、
事
業
者
数
を
含

め
て
１
５
０
世
帯
を
下
廻
る
規
模
に

減
少
し
て
い
ま
す
。
小
ぶ
り
な
自
治

会
の
た
め
、
武
里
地
区
体
育
祭
や
合

同
防
災
訓
練
で
は
関
係
各
自
治
会
の

ご
助
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
の

場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

自
治
会
活
動
は
、
会
員
相
互
の
理

解
を
深
め
る
た
め
の
親
睦
に
重
点
を

置
き
、
老
若
男
女
誰
で
も
参
加
で
き

大
場
東
口
自
治
会

自治会長

大出利衛

花
積
西
自
治
会

自治会長

富澤千明

正
善
第
一
自
治
会
、
正
善
第
二
自
治

会
、
私
達
備
後
東
六
丁
目
地
区
自
治

会
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

５
月
は
春
の
ク
リ
ー
ン
デ
ー
、
夏

は
７
月
に
納
涼
祭
を
正
善
小
学
校
で

行
い
ま
し
た
。
10
月
の
武
里
地
区
体

育
祭
に
は
、
備
後
下
地
区
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
。
11
月
に
は
防
災
訓
練

が
あ
り
、
そ
の
時
に
は
、
大
場
東
口

自
治
会
、
東
急
武
里
自
治
会
も
一
緒

に
参
加
し
て
、
７
自
治
会
約
２
５
０

名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
本

年
度
は
、
水
消
火
器
、
三
角
巾
の
結

び
方
、
地
震
体
験
車
で
東
日
本
大
震

災
の
時
の
震
度
６
弱
の
体
験
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
12
月
に
は
餅
つ

き
大
会
を
備
後
正
善
公
園
に
て
開
催
、

「
全
会
員
参
加
」
の
呼
び
か
け
を
行
い
、

大
変
好
評
で
し
た
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
正
善
小
学
校
と
連

携
し
、
児
童
の
登
下
校
時
間
に
あ
わ

せ
て
安
心
・
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
下
校
時

防 災 訓 練

秋のレクリエーション

防犯パトロール
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向
島
地
区
は
、
庄
内
古
川
（
中
川
）

の
西
側
に
沿
っ
て
、
南
北
約
１
㎞
に

約
70
世
帯
が
ま
と
ま
っ
て
居
住
し
て

い
る
地
域
で
す
。
地
区
内
は
８
組
に

分
け
て
組
織
し
て
い
ま
す
。
周
囲
は

田
に
囲
ま
れ
、
散
歩
を
し
て
い
る
人

と
挨
拶
を
交
わ
す
姿
を
よ
く
見
か
け

ま
す
。

　

自
治
会
の
主
な
行
事
は
、
５
月
の

春
の
ク
リ
ー
ン
デ
ー
（
地
区
内
の
ご

み
や
空
き
缶
等
拾
い
、
公
園
・
広
場

の
整
備
・
除
草
・
樹
木
の
伐
採
等
）、

８
月
の
向
島
地
区
夏
祭
り
（
集
会
所

に
て
暑
気
払
い
）、
11
月
の
向
島
地
区

防
災
訓
練
（
通
報
・
消
火
器
消
火
・

救
命
救
急
・
炊
き
出
し
等
）、
秋
の
ク 

リ
ー
ン
デ
ー
、
１
月
の
新
年
会
、
３

月
の
総
会
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
毎
月

組
ご
と
に
交
代
で
、
集
会
所
清
掃
、

防
災
点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

過
去
に
地
区
内
で
火
災
が
発
生

し
、
家
屋
が
消
失
し
た
こ
と
を
契
機

に
、
防
災
意
識
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
防
災
訓
練
は
、
消
防
署
等
の
ご

指
導
の
も
と
、
毎
年
多
く
の
参
加
者

が
あ
り
、
熱
心
に
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
す
。
消
火
器
・
ホ
ー
ス
・
防
災
水
槽
・

サ
イ
レ
ン
等
の
防
火
用
具
・
設
備
は
、

地
区
内
の
各
要
所
に
配
置
さ
れ
、
点

検
も
毎
月
し
っ
か
り
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

ク
リ
ー
ン
デ
ー
は
、
用
事
が
な
い

限
り
は
、
各
家
庭
か
ら
必
ず
１
名
は

参
加
し
ま
す
し
、
そ
の
ほ
か
の
行
事

も
多
く
の
参
加
者
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
行
事
の
大
切
さ
を
理
解
し
て

参
加
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
隣
近

所
の
住
民
の
絆
の
強
さ
、
互
い
に
協

力
し
て
地
域
を
良
く
し
よ
う
と
す
る

意
識
の
高
さ
の
顕
れ
か
ら
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
行
事
等
だ
け
で
な
く
、
日

常
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
、
安
心
・

安
全
な
地
域
、
皆
が
住
み
や
す
い
地

域
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

豊
野
町
は
４
号
バ
イ
パ
ス
と
古
利

防
災
機
材
の
点
検
を
交
替
で
行
う
と

と
も
に
、
集
会
所
の
清
掃
・
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
や
、
春
と
秋
に
は
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
8
月
に
は
納
涼

夏
祭
り
、
防
災
訓
練
、
12
月
に
は
凧

作
り
や
フ
ォ
ー
ク
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

を
開
催
し
、
一
区
か
ら
四
区
ま
で
の

皆
様
が
参
加
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

一
年
を
通
し
て
素
晴
ら
し
い
区
の
連

携
が
取
れ
て
お
り
、
皆
様
に
喜
ん
で

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
区
の
交
流
と
連
携
を

取
り
合
い
、
防
犯
防
災
活
動
に
皆
様

の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
安
心
・

安
全
な
地
域
作
り
に
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

根
川
に
近
接
し
た
新
し
い
町
で
、
昨

年
、
自
治
会
創
立
25
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
設
立
当
時
の
自
治
会
員
は
90

世
帯
弱
で
し
た
が
、
今
は
、
４
８
０

世
帯
を
超
え
、
会
員
も
北
海
道
か
ら

沖
縄
ま
で
の
出
身
の
人
が
多
く
な
り
、

総
会
決
議
で
「
和
を
以
て
貴
ぶ
と
為

す
」
と
い
う
会
是
を
定
め
、
住
民
の

融
和
を
図
っ
て
い
ま
す
。
平
成
17
年

に
認
可
地
縁
団
体
と
な
り
、
地
方
自

治
法
に
則
っ
た
自
治
会
規
約
の
下
で
、

何
事
も
一
致
団
結
の
共
同
活
動
、
地

域
発
展
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
は
東
西
南
北
の
４
つ
の
組

に
分
割
し
、
各
組
に
組
長
１
名
、
ブ

ロ
ッ
ク
長
３
名
と
15
世
帯
前
後
を
１

班
と
し
た
班
長
９
名
を
配
置
し
、
町

内
全
部
で
36
班
と
し
て
そ
れ
を
会
長

１
名
、
副
会
長
２
名
、
会
計
１
名
、

監
査
１
名
で
総
括
し
て
い
ま
す
。
又
、

自
治
会
維
持
会
と
し
て
監
事
会
、
理

事
会
、
自
治
会
館
運
営
委
員
会
を
設

置
し
、
更
に
自
主
防
災
会
、
自
主
防

豊
野
町
自
治
会

自治会長

縄田信介

羽 根 突 き 大 会

防 災 訓 練

公 園 の 美 化 活 動

犯
会
、
自
主
環
境
会
の
３
つ
の
委
員

会
で
自
治
会
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

豊
野
町
自
治
会
は
、
特
定
の
人
達
の

も
の
で
は
な
く
、「
み
ん
な
の
も
の
」

と
の
意
識
で
行
動
し
て
い
る
為
、
会

員
の
５
人
に
１
人
は
自
治
会
の
役
職

に
つ
き
、
情
報
を
共
有
す
る
よ
う
毎

月
広
報
例
会
を
開
催
し
、
総
会
は
、

全
員
の
出
席
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
親
睦
を
促
進
す
る
為
、
夏

は
納
涼
祭
、
秋
は
地
区
体
育
祭
に
参

加
し
、
冬
は
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
と

「
羽
根
突
き
大
会
」
を
開
催
。
年
末
年

始
は
班
別
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。

資
源
回
収
は
毎
月
実
施
し
、
総
事
業

は
全
員
参
加
型
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

新
生
四
区
は
、
南
桜
井
駅
南
口
か

ら
、
野
田
方
面
に
向
か
っ
た
線
路
に

面
し
た
地
域
で
、
世
帯
数
32
で
、
庄

和
地
域
で
は
め
ず
ら
し
く
小
さ
な
自

治
会
で
す
。
役
員
は
区
長
・
副
区
長
・

会
計
・
3
人
の
班
長
さ
ん
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
近
隣
の
新
生
一
区
か
ら

四
区
ま
で
が
一
体
と
な
り
「
新
生
地

区
区
長
会
」
と
し
て
約
２
０
０
世
帯

で
、
代
表
・
会
計
・
事
業
担
当
2
名

で
連
携
を
取
り
合
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
内
に
あ
る
新
生
公
園
及
び
集

会
所
を
利
用
し
、
毎
月
の
草
取
り
、

区長

冨樫清年

新
生
四
区

向
島
地
区

地区長

岩本利夫
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平
成
26
年
10
月
28
日
、
中
央
公
民
館
に
て
自
治
会
連
合

会
研
修
会
を
開
催
し
、
講
演
会
と
地
区
事
例
発
表
を
行
い

ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
仙
台
高
等
専
門
学
校
准
教
授
の
小
地
沢 

将
之
（
こ
ち
ざ
わ 

ま
さ
ゆ
き
）
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
新
し

い
町
内
会
・
自
治
会
を
つ
く
ろ
う 

～
自
治
会
へ
の
参
加
者

を
増
や
し
て
、
地
域
の
力
を
向
上
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
み

ん
な
が
参
加
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
、
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
地
域
活
動
の
実
例
等

も
紹
介
し
な
が
ら
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
年
は
地
域
活
動
に
参
加
し
な
い
人
が
増
え
る

傾
向
に
あ
り
、
担
い
手
不
足
や
地
域
と
の
接
点
の
枯
渇
等

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
中
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に

は
、
地
域
住
民
だ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も
の
頃
に
そ
の
地

域
で
活
動
し
た
経
験
が

あ
り
、
現
在
は
地
域
外

に
住
ん
で
い
る
人
た
ち

に
も
声
を
か
け
、
一
緒

に
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ

て
い
く
と
い
う
柔
軟
な

考
え
も
必
要
で
あ
る
と

話
さ
れ
ま
し
た
。“
ま

ち
づ
く
り
は
異
な
る
世

代
・
職
業
・
地
域
が
交

わ
る
も
の
”
と
い
う
講
師
の
言
葉
が
と
て
も
印
象
に
残
り

ま
し
た
。

　

地
区
事
例
発
表
は
、
地
区
全
体
ま
た
は
単
位
自
治
会
で

取
り
組
ん
で
い
る
活
動
を
発
表
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、

平
成
26
年
度
か
ら
の
新
た
な
試
み
で
す
。
今
後
も
、
各
地

区
持
ち
回
り
で
行
っ
て

い
く
予
定
で
す
。
初
年

度
は
、
粕
壁
地
区
・
内

谷
町
会
の
齋
藤
会
長
が
、

町
会
活
動
の
一
環
と
し

て
上
沖
小
学
校
の
下
校

時
見
守
り
活
動
「
内
谷

児
童
セ
ー
フ
テ
ィ
ね
っ

と
」
に
つ
い
て
発
表
し

ま
し
た
。

　
「
内
谷
児
童
セ
ー
フ
テ
ィ
ね
っ
と
」
は
、
平
成
18
年
７

月
か
ら
始
ま
り
、
約
40
人
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
低
学
年
は
下
校
時
間
が
早
く
、
高
学
年
は
遅
い
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
下
校
時
間
帯
に
合
わ
せ
て
２
交
代
制
で

見
守
り
活
動
を
す
る
な
ど
、
当
番
の
割
り
振
り
に
工
夫
を

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
あ
い
さ
つ
や
地
域
の

方
々
か
ら
の
感
謝
の
言
葉
が
励
み
に
な
っ
て
お
り
、
今
後

も
引
き
続
き
子
ど
も
た
ち
の
安
全
が
図
れ
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
力
強
く
お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

米
島
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
自
治
会
は

ア
ー
バ
ン
パ
ー
ク
ラ
イ
ン
南
桜
井
駅

か
ら
南
に
約
５
０
０
Ｍ
程
の
位
置
に

あ
り
、
世
帯
数
は
２
６
４
戸
、
総
会

員
数
６
８
４
名
か
ら
な
る
自
治
会
で

す
。
役
員
、
委
員
は
１
年
間
の
任
期

で
輪
番
制
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
組

織
は
会
長
１
名
、
副
会
長
２
名
、
総

務
、
企
画
、
資
源
環
境
、
防
犯
、
施

設
、
体
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
各
委
員

長
、
副
委
員
長
、
会
計
２
名
の
16
名

と
各
委
員
16
名
（
班
長
）
の
32
名
で

運
営
し
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
の
年
間
活
動
は
春
の
一
斉

ク
リ
ー
ン
作
戦
作
業
を
総
員
１
９
７

名
の
参
加
者
で
実
施
。
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
に
つ
い
て
は
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

を
５
名
１
組
と
し
、
月
に
４
回
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
川
辺
小

の
下
校
時
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
自

治
会
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
実
施
し

て
お
り
、
子
供
達
か
ら
も
感
謝
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
防
災
面
で
は
地
震
体

験
車
を
市
の
方
へ
依
頼
し
、
10
月
４

日
川
辺
小
学
校
に
て
大
勢
の
参
加
者

が
恐
怖
の
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

自
治
会
員
に
よ
る
親
睦
会
は
年
１

回
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度
は
春
日

部
駅
前
に
て
食
事
会
を
実
施
、
大
勢

の
参
加
者
で
さ
ら
に
親
睦
を
深
め
、

有
意
義
な
１
日
を
過
ご
す
事
が
出
来

ま
し
た
。

　

今
年
度
の
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
ま

し
て
は
、
外
谷
津
第
２
公
園
（
中
央

公
園
）
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
で
し

た
。
３
月
か
ら
は
市
の
公
園
緑
地
課

と
再
三
打
ち
合
せ
を
行
い
、
会
員
に

よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
を
公
園
緑
地
課

で
実
施
し
、
９
月
よ
り
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
が
着
工
さ
れ
、
４
ヶ
月
間
の

工
事
が
ス
タ
ー
ト
。
そ
し
て
12
月
24

日
春
日
部
市
長
、
市
議
会
議
員
、
春

日
部
市
建
設
部
長
を
お
迎
え
し
盛
大

な
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
実

施
。
最
後
に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
終
了

し
ま
し
た
。

　

今
後
も
さ
ら
な
る
発
展
が
出
来
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
。

米
島
ニュ
ー
タ
ウ
ン
自
治
会

自治会長

小沼範班

外谷津第２公園オープニングテープカット

自
治
会
連
合
会
研
修
会
報
告
（
第
１
回
）

市原市からの
視察研修会報告

　 平 成26年 ５ 月23日、
千葉県市原市町会長連合
会の皆様（役員30名、事
務局２名）が視察研修の
ため春日部市を訪問され、
当自治会連合会と組織体
制や活動内容等について
意見交換を行いました。
　研修会は、市原市町会
長連合会からの質問を受
ける形で進行しました。
また、後半には、自主防災
や日頃の自治会活動など
について事例説明を行い
ました。
　市原市は、11 の地区に
523 の町会があり、平成
25年４月現在の町会加入
世帯数は約７万４千世帯、
加入率は61.3％です。
　自治会加入促進に向け
た取り組みでは、転入者
への働きかけや宅建業協
会との連携協定など、当
自治会連合会との類似点
もあり、和やかな雰囲気
の中での研修会となりま
した。
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長野県北部の地震に
ついて

　平成26年11月22日に、
長野県北部を震源とする最
大震度６弱の地震が発生し
ました。
　最も大きな被害の出た白
馬村では、住宅が倒壊して
下敷きになるなどした住民
が、近所の皆さんの協力に
より救出されました。
　日頃からの住民同士のつ
ながりがとても大切である
ことを再認識された方も多
かったと思います。

  

　
役
員
視
察
研
修
会
報
告

　

自
治
会
連
合
会
で
は
、
役
員
が
毎
年
、
先
進
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
自

治
体
を
訪
問
し
て
、
自
治
会
活
動
の
参
考
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
11

月
18
日
、
自
治
会
加
入
促
進
の
取
り
組
み
を
テ
ー
マ
に
、
栃
木
県
宇
都
宮
市

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

宇
都
宮
市
は
人
口
約
51
万
６
千
人
で
、
自
治
会
連
合
会
は
７
８
７
の
自
治

会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
４
月
現
在
の
自
治
会
加
入
率
は
67
・

３
％
で
、
低
下
傾
向
に
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
宇
都
宮
市
に
お
け
る
自
治
会
加
入
促
進
の
特
徴
的
な
取
り
組
み
の
一
つ
が
、

「
加
入
促
進
強
化
月
間
」
の
実
施
で
す
。
加
入
促
進
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
各
自
治
会
が
新
た
に
３
世
帯

の
加
入
増
を
目
指
す
「
３
ゲ
ッ
ト
作
戦
」
を
３
か
月
に
亘
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
、「
モ
デ
ル
重
点
地
区
で
の
加
入
促
進
」
で
あ
り
ま
す
。
市
内
の
５
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
原

則
１
地
区
の
モ
デ
ル
地
区
を
選
定
し
、
重
点
的
に
加
入
促
進
活
動
を
実
施
。
平
成
25
年
度
は
、
１
８
７
世

帯
が
新
た
に
自
治
会
に
加
入
す
る
と
い
う
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
他
、地
元
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
と

の
協
力
、
就
学
時
健
康
診
断
時
の
自
治
会
加
入
促
進
チ
ラ
シ
の
配
布
、
自
治
会
長
へ
の
共
同
住
宅
の
新
築
情

報
の
提
供
な
ど
、多
様
な
加
入
促
進
策
に
つ
い
て
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

宇
都
宮
市
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
後
、
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。
当
自
治
会
連
合
会

か
ら
は
、
高
齢
者
の
退
会
防
止
の
た
め
の
具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
質
問
し
、
宇
都
宮
市
か
ら
は
高
齢
者

が
地
域
と
関
わ
り
を
持
ち
続
け
ら
れ
る
よ
う
声
掛
け
を
す
る
こ
と
や
、
自
治
会
内
で
実
施
し
て
い
る
敬
老

事
業
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
不
動
産
業
界
と
の
連
携
、
魅
力
的
な
自
治
会
活
動
等
に
つ
い
て
も

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　自治会連合会研修会報告（第２回）

　平成27年２月14日、市民文化会館にて自治会連合
会研修会を開催し、「女性の力を自治会活動に活かす」
をテーマに、講談師の宝井 琴桜（たからい きんおう）
氏を講師にお招きしてお話をいただきました。
　自治会活動に参加している方の高齢化や役員の
担い手不足は、多くの自治会にとりまして共通の
課題となっています。このような課題に対応する
ため、より多くの女性が地域の活動に参加し、男
性も女性も住みよい地域を作っていくためにはど
うしたらよいかなど、わかりやすく講演をしてい
ただきました。
　これからの自治会には、女性の参加がとても大切
であることを改めて
感じることができま
した。
　また、講談独特の
リズムとテンポによ
る語りに、会場から
は多くの笑顔も見ら
れました。

  

　
地
域
貢
献
賞
表
彰
報
告

　
当
連
合
会
で
は
、
身
近
な
地
域
で
地
道
に
か
つ
立
派
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
々
の
功
績
を
讃

え
る
た
め
、
平
成
20
年
度
に
地
域
貢
献
賞
を
創
設
し
、
今
年
度
は
平
成
27
年
2
月
14
日
に
表
彰
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
受
賞
者
の
お
名
前
を
掲
載
し
、
長
年
地
域
に
貢
献
い
た
だ

い
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
地
域
活
動
に
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
き
、
心
豊
か
に
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
公
共
生
活
・
生
活
安
全
・
環
境
美
化
・
社
会
福
祉
へ
の
貢
献

自治会名 氏　名
内 谷 町 会 染 谷 幸 雄
立 沼 町 会 用 田 弘 文
グリーンパーク春日部自治会 田 口 正 樹
栄 町 一 丁 目 町 会 飯 塚 悦 子
備後東六丁目地区自治会 村 松 み ち 子
正 善 第 二 自 治 会 初 澤 利 男
一ノ割根耕地自治会 香 山 佋 二
大枝池の端自治会 渡 邉 　 昭
谷 原 二 丁 目 町 会 兼 子 喜 與 司
豊町東地区自治会 伊 藤 富 也
下蛭田中央自治会 山 田 頴 麒
八 丁 目 新 町 地 区 髙 野 康 徳
小 渕 島 自 治 会 横 堀 　 潔
西 不 動 院 野 地 区 松 本 　 保
本 田 上 自 治 会 本 田 幸 子
荻 原 地 区 自 治 会 会 田 よ し
藤 ヶ 丘 自 治 会 片 寄 満 洲 男
新 生 二 区 三 浦 　 忠
米 島 駅 南 地 区 佐 藤 勇 幸
新 宿 新 田 区 内 藤 淳 司
南 桜 井 自 治 会 大 森 三 重 子

＊敬称略
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自治会連合会の加盟要件

自治会加入促進に向けた取り組み
　自治会への加入促進に向けた取り組みの中から、自治会加入促進に関する協定及び自治会加入促進実施計画につい
て紹介します。

◎自治会加入促進に関する協定について
　自治会連合会・公益社団法人埼玉県宅地建物取引業協会埼葛支部・春日部市の３者において平成 25 年８月に締結
した協定により、埼葛支部の市内各加盟店において、住宅購入者やアパート・マンション等の賃貸契約者に、自治会
加入促進のチラシを配布して自治会加入の働きかけを行っています。チラシを持参して自治会長宅を訪れ、自治会へ
の加入申し込みをされる方が増えているという声も届いています。
　さらに、平成 26 年度からは、同じく埼葛支部の市内各加盟店おいて自治会加入促進のポスターを掲示し、自治会
加入の働きかけを強化しています。今後も、３者による連携を深めていきます。

◎自治会加入促進実施計画について
　自治会連合会加盟自治会を対象に平成 25 年度に実施しました「自治会加入状況等に関する調査」の分析結果を踏
まえて、「自治会加入促進実施計画」を策定しました。

【計画の主な内容】
　この計画では、自治会加入促進を効果的かつ実効性のある施策とするため、

	 　１　転入者及び転居者への加入促進　　３　未加入者への加入促進
	 　２　退会者の防止　　　　　　　　　　４　自治会結成（連合会加盟）促進

の４つの観点から取り組んでいくこととしています。
　転入者及び転居者への加入促進については、市民課窓口におけるチラシの配布などを継続すると共に、自治会の役
員や班長が加入の呼びかけを行う際の参考となるように、自治会加入の必要性や勧誘の手法などを掲載した「自治会
加入促進マニュアル」を作成します。
　退会者の防止については、高齢者世帯の退会を抑制するため参考となる事例を作成し、各自治会に紹介していきます。
また、会員の皆様が納得する自治会運営となるように、総会の議事の進め方や、自治会の会計を明確にするため予算
決算の処理方法について参考となる資料も作成し、こちらも各自治会に紹介していきます。
　未加入者への加入促進については、未加入の方に自治会の情報を広く周知するためホームページなどを効果的に活
用するよう推奨していきます。また、一定の期間内に集中して加入促進活動を行う「自治会加入強化月間」を制定し
ます。
　自治会結成（連合会加盟）促進については、自治会連合会に加盟していない自治会や一定規模の集合住宅に対して、
連合会加盟に向けた適切なアプローチを行っていきます。
　今後、この計画に基づいて、自治会加入促進に向けた取り組みを順次実施していきます。

　自治会連合会では、平成 17 年６月より連合会加盟の要件として、世帯数がおおむね 200 世帯以上であることを基
準としてきました。
　近年は、生活様式の多様化などにより自治会加入率は低下傾向にあり、自治会連合会では加入促進に向けた取り組
みを積極的に進めています。また、大規模災害の発生や高齢化社会の急速な進展に対応していくためには、より多く
の自治会に連合会へ加盟していただき、連合会自体の組織力を高めていく必要があります。
　このため、自治会加入促進に向けた対策の一つとしまして、平成 26 年 10 月より、加盟要件について新たな基準を
設け運用しています。

	
【26 年９月までの加盟要件】

		  	 【２６年１０月以降の加盟要件】
	

◇世帯数おおむね２００世帯以上
		  	 ◇世帯数おおむね１００世帯以上

						      	 ◇団体として１年以上の活動実績
　　　　　　　　　　　　　　　
　世帯数については、将来的にも安定した自治会の運営や活動を行っていくには、一定数は必要と考え、おおむね
100 世帯以上としています。また、団体としての活動実績については、新たに加盟要件に加えたものです。自治会の
会計は１年を１サイクルとしていることから、連合会への加盟申込みをする団体が、規約・活動計画・役員・予算等
を定め、地域的な共同活動を行っている状況を確認するため、１年以上の活動実績を加盟要件にしています。
　なお、世帯数要件を 200 世帯から 100 世帯へ引き下げたことは、連合会加盟自治会の分割を助長するものではなく、
これまで連合会に加盟していない自治会の加盟を促すため実施したものです。

マンション等集合住宅の場合（特例）
　マンション等集合住宅については、建物の構造上、100 世帯以上となりますと、大規模な建物に限定されるため、
おおむね５０世帯以上を加盟要件としています。
　50 世帯以上による加盟については、区域の自治会で、集合住宅単独で連合会に加盟することがやむを得ない場合に
限定しています。

※連合会への加盟申込みにあたりましては、あらかじめ連合会事務局（市民参加推進課）との事前相談をお願いします。

⇨
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例
年
以
上
に
寒
さ
の
厳
し
い
冬
で
し
た

が
、
よ
う
や
く
春
風
が
心
地
よ
く
感
じ
ら

れ
る
季
節
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
紙
の
表
紙
は
、
平
成
26
年
８
月
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
「
夕
涼
み
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ

公
園
橋
」
の
写
真
で
す
。
地
元
の
自
治
会

も
協
力
し
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
地
域

へ
の
愛
着
を
育
む
こ
と
は
、
住
み
よ
い
地

域
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
大
切
で
あ
る

と
改
め
て
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
号
か
ら
、
市
内
各
自
治
会
の
紹
介
の

ほ
か
に
、
当
自
治
会
連
合
会
の
活
動
内
容

に
つ
い
て
の
記
事
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
自
治
会
活
動
に
参
加
さ
れ
て

い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
新
し
く
転
入
さ
れ

た
方
や
こ
れ
ま
で
自
治
会
活
動
に
参
加

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
方
に
も
当
自
治
会

連
合
会
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
み

ん
な
で
自
治
会
活
動
を
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
自
治
会
活
動
へ
の
ご
参
加
・

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

時　

田　

美
野
吉

関　

根　

慶　

剛

板　

倉　
　
　

肇

海
老
原　

武　

士

吉　

田　

敏　

雄

石　

島　

忠　

夫

松　

嶋　
　
　

昇

編
集
委
員
氏
名

会　

長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

発
行
日

発
行
者

事
務
局

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日

春
日
部
市
自
治
会
連
合
会

春
日
部
市
役
所
市
民
参
加
推
進
課
内

〇
四
八（
七
三
六
）一
一
二
七

自 治 会 名 氏　　名
八 丁 目 新 町 地 区 岡 田 友 宏
八 丁 目 上 組 地 区 白 　 石 　 和 一 郎
八 丁 目 新 仲 町 会 杉 　 山 　 　 　 登
八 丁 目 下 組 地 区 会 栗 　 原 　 英 　 之
八 丁 目 新 田 自 治 会 大 　 塚 　 　 　 武
八 丁 目 五 丁 田 地 区 松 　 本 　 利 　 秋
小 渕 松 河 町 地 区 髙 橋 弘 道
小 渕 追 分 自 治 会 柴 田 　 秀
小 渕 本 村 地 区 小 関 彦 長
小 渕 観 音 前 自 治 会 江 良 生 治
小 渕 原 前 地 区 荻 原 政 邦
小 渕 島 自 治 会 菱 沼 和 保
東 不 動 院 野 自 治 会 石 島 忠 夫
西 不 動 院 野 地 区 髙 﨑 光 英
樋 籠 第 一 地 区 自 治 会 市 川 大 倫
樋 籠 柳 原 地 区 小 林 政 敏
向 島 地 区 岩 本 利 夫
樋 堀 地 区 自 治 会 川 口 　 清
新 川 地 区 富 山 幸 夫
牛 島 一 番 組 自 治 会 関 根 茂 夫
牛 島 ２ 番 組 自 治 会 江 川 　 清
牛 島 ３ 番 自 治 会 山 崎 清 司
牛 島 ４ 番 地 区 自 治 会 鈴 木 敏 仁

＊連合会名名簿順                  　　　         （平成27年3月1日現在）

自
治
会
連
合
会
役
員
一
覧

地
域
ぐ
る
み
で
オ
ア
シ
ス
運
動

オ
ア
シ
ス
運
動
は
挨
拶
の
言
葉
の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
、

　
オ
…
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

　
ア
…
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

　
シ
…
「
失
礼
し
ま
す（
失
礼
し
ま
し
た
）」

　
ス
…
「
す
み
ま
せ
ん（
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
）」

を
日
ご
ろ
か
ら
言
え
る
よ
う
に
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
な
ど

で
「
あ
い
さ
つ
の
輪
」
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

役 職 名 自　 治　 会 　名 氏　　　名
会　長 本田上自治会 時 田  美 野 吉

副会長

元新宿町内会 関 根  慶 剛
栄町二丁目町会 板 倉  肇
大畑自治会 海 老 原  武 士
上蛭田西自治会 吉 田  敏 雄
東不動院野自治会 石 島  忠 夫
東中野区 松 嶋  昇

理　事

立沼町会 並 木  素 生
大池町会 筧 田  吉 一
浜川戸町内会 渡 辺  勝 美
大砂町内会 中 村  正 博
内牧四区地区 野 村  三 男
一ノ割新田・大沼自治会 金 重  一 夫
大枝地区自治会 伊 澤  秀 雄
５街区町会 唐 澤  奈 美 子
備後東六丁目地区自治会 関 口  守 弘
備後須賀第四自治会 野 村  幸 男

役 職 名 自　 治　 会 　名 氏　　　名

理　事

大沼ゆりの木自治会 田 代  一 二
増戸地区自治会 小 暮  恵 治
新方袋連合自治会 山 口  潤
上蛭田地区 関 根  金 次 郎
八丁目下組地区会 栗 原  英 之
牛島４番地区自治会 鈴 木  敏 仁
六軒地区自治会 日 向  武 雄
赤沼自治会 関 根  寛 治
米島駅南地区 石 田  慎 一
上柳区 坂 巻 　 輝 夫
木崎区 新 井  義 昭

事務局長 八丁目新町地区 岡 田 　 友 宏
会　計 正善第二自治会 上 原  十 九 三

監　事
三枚橋町内会 金 子  武
銚子口自治会 日 向  敏 男
北部新宿区 今 村  純 雄

〔敬称略〕

　幸松地区は、市の中央北部に位置する、田園豊かな地域です。
地区内を国道４号線と16号線が通る交通の要衝でもあります。
　歴史的には、江戸時代日光街道の粕壁宿から北への通過点、関
宿方面への分岐点として知られ、地区内には「道しるべ」と呼ばれ
た道路標識が多く建てられ、今もその幾つかを見ることができます。
また、「浄春院」や「観音院」などの仏閣、「不動院野の神楽」といった
無形文化財なども多数現存しています。自然遺産としては、国の特
別天然記念物に指定されている樹齢千年以上を誇る「牛島のフジ」
が、東武アーバンパークライン藤の牛島駅の近く、県道春日部松伏
線沿いにあり、満開の時期には例年多くの人が見物に訪れて、季節
の風物詩となっています。
　大落古利根川沿いは、埼玉県が平成20年から県内100箇所にて
行った「水辺再生100プラン」により、幸松地区内でも階段護岸や
遊歩道などが整備され、地域の方々の憩いの場となっています。牛
島にある児童センター「エンゼルドーム」は、クレヨンしんちゃん
の像や親水広場も設置され、子どもたちでにぎわっています。
　幸松地区では、23の地区・町会・自治会により幸松地区自治会
連合会を組織しています。不審者などによる子どもたちの被害を未
然に防ぐため、地域が一丸となって防犯活動に取り組むなど、安全
で安心して暮らせる住みよいまちづくりを目指して、今後も自治会
活動の充実に努めてまいりますので、皆様のご協力をよろしくお願
い申し上げます。

●幸松地区自治会連合会（23自治会）　　　　　[敬称略]

幸松地区自治会連合会会長　石島　忠夫


